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１．目的（フェーズD）
廃食用油や廃棄される動物性油脂などの非可食用油脂を原料とし、
国産特許技術によりSAFの製造を行う。

本技術はSAFの規格の中でも、比較的安価で豊富にある動植物油脂を
原料とするAnnex 2に該当するため、将来的には海外展開も可能となる。

２．期間
フェーズB：２０１８年８月～２０１９年７月
フェーズＣ：２０１９年８月～２０２０年７月

フェーズＤ：２０２０年９月～２０２３年８月

事業概要1
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研究開発
項目

達成度

2025年での達成状況
残された課題と

その対応
フェーズD
終了時
2023

フェーズD
終了後
2025

①触媒開発
（品質確保）

75％ 100％ ベンチ設備で運転条件を確立 特になし

②触媒開発
（最適化）

40％ 80％

ベンチ装置にてLHSV0.4にて
293時間連続運転を達成。
LHSVを上げると品質が低下す
るため、運転条件はLHSV0.4
とする。

LHSVは0.6以上であ
ると品質が低下した。
LHSV0.4にてスケー
ルアップを目指す。

③燃料製造装置
のプロセス開発、
連続運転

30％ 50％
ベンチスケール装置では目標達
成、パイロットスケール装置では
未達成。

パイロット装置を改良
し、連続運転を実施し
てデータを取得する。

④水素使用量の
削減

0％ 30％
ベンチスケール装置では目標達
成、パイロットスケール装置では
未達成。

パイロット装置を改良
し、連続運転を実施し
てスケールアップデー
タを取得する。

事業概要2



商号

所在地

設立

資本金

事業内容

共同研究

環境エネルギー株式会社 （Environment Energy CO., LTD.）

【 本 社 】 〒 721-0952 広島県福山市曙町6-9-24
TEL 084-920-2830 FAX 084-920-2855

【 東京 事務所 】 〒 136-0082 東京都江東区新木場3-6-7
【北九州研究所】 〒 808-0135 福岡県北九州市若松区ひびきの1-8

北九州学術研究都市事業化支援センター501号室

2013年5月 

9,000万円 

廃プラスチック油化事業 －廃プラスチック油化装置（HiCOP方式）－
新バイオディーゼル事業 －バイオディーゼル油化装置（HiBD方式）－
環境関連プラント事業
RE:OIL活動

東大/北九州市立大学名誉教授 HiCOP/HiBD研究所所長 藤元 薫
北九州市立大学教授 朝見 賢二
出光興産株式会社/富士石油株式会社/太陽石油株式会社
大手石油化学メーカー/大手包装材メーカー/大手タイヤメーカー
大手自動車株式会社/大手自動車部品会社
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会社概要
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事業領域
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バイオ燃料
SAF/バイオディーゼル/バ

イオナフサ

バイオ
燃料事業

廃プラスチック油化

油化事業

研究開発

切粉乾燥機
おから乾燥機
煤オイルミスト捕集装置
廃プラペレット脱臭装置

気流乾燥機

環境
プラント
シリーズ

気流
乾燥機

環境
エネルギー
株式会社

バイオ
燃料事業
（固体）

廃プラ
油化事業

バイオコークス製造ライン
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3.事業体制

Copyrights © Environment Energy Co., Ltd.

■フェーズＢ（委託）/フェーズＣ（助成）

環境エネルギー（株） 佐賀市役所 （環境部）

（社）HiBD研究所

共同研究先

北九州市立大学
国際環境工学部

富士石油（株）

環境エネルギー（株） 佐賀市役所 （環境部）

（社）HiBD研究所北九州市立大学
国際環境工学部

■フェーズD（助成）

共同研究先

支援・協力者

支援・協力者

支援・協力者
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4.プロセス① 油脂の炭化水素化
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油脂

脂肪酸

炭化水素油

水素化や
触媒による
脱酸素効果

※油脂中の
酸素量は

15～20wt％



炭素数 名称 沸点 融点 パーム 大豆 なたね ひまわり ココナッツ 牛脂 豚脂

C1 蟻酸 100.75 8.4

C2 酢酸 118 16.7

C3 プロピオン酸 141 -21

C4 酪酸 164 -7.9

C5 吉草酸 186 -34.5

C6 カプロン酸 205 -3

C7 エナント酸 223 -7.5

C8 カプリル酸 239.7 16.7 8%

C9 ぺラルゴン酸 247 11

C10 カプリン酸 149 31 8%

C11 ウンデシル酸 284 28.6

C12 ラウリン酸 225 44 45%

C13 トリジシル酸 236 41.5

C14 ミリスチン酸 250.5 54.4 1% 18% 2% 1%

C15 ペンタデシル酸 257 51

C16 パルミチン酸 351 62.9 50% 10% 3% 4% 10% 33% 30%

※ パルミトレイン酸 -0.1

C17 マルガリン酸 227 61

C18 ステアリン酸 383 69.6 5% 5% 3% 4% 2% 14% 18%

※ オレイン酸 360 13.4 45% 20% 13-51% 30-83% 8% 48% 41%

※ リノール酸 229 -5 10% 50% 20-27% 7-60% 2% 3% 6%

※ リノレン酸 230 -11 10% 8-16%

C19 ノナデシル酸 236 68

C20 アラキジン酸 328 75.5

※ アラキドン酸 169 -49

C21 ヘンイコシル酸

C22 ベヘン酸 306 74

※ ドコサヘキサエン酸 -44

※ エルカ酸 381.5 33.8 25-48%

C23 トリコシル酸

C24 リグノセリン酸 272 84.2
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4.プロセス② 脂肪酸の種類
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SAFの炭素数：C9～C15

軽油の炭素数：C12～C20
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4.プロセス③ SAFと高品質バイオディーゼル（HVO）
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廃食用油

水素

炭化
水素油

水素化
装置

SAF

SAF製造プロセス（HiBJプロセス）

水素

水素化
装置

HiBD
装置

（特許技術）

廃食用油

水素副生成物なし

炭化
水素
粗油

高品質バイオディーゼル（HVO）製造プロセス

水素化
装置

高品質バイオディーゼル
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5.事業の成果①
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特許のPCT出願と特許査定：2019年12月27日

日本初 国産SAF製造特許技術
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5.事業の成果②
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SAFの国際規格
ASTM D7566 

Annex2の基準を

全ての項目で達成

ラボ装置によるASTM D7566達成：2022年10月

NEDOとの共同プレスリリース
2023年6月7日
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5.事業の成果③
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ASTM
D7566

製造技術 原料

Annex1 ガス化＋FT合成 有機物全般

Annex2
水素化処理

（Bio-SPK 又は
HEFA）

生物系油脂

Annex3* 発酵＋水素化処理 バイオマス糖

Annex4
非化石資源由来の芳香

族
有機物全般

Annex5 アルコール to ジェット
バイオマス糖

＋紙

Annex6
Catalytic 

Hydrothermolysis Jet 
(CHJ)

生物系油脂

Annex7*
Hydrocarbon-HEFA 

(HC-HEFA)
微細藻類

Annex8 ATJ-SKA
混合

アルコール

他のANNEX技術との比較

項目 弊社技術 従来技術

プロセス
HiBJ

プロセス
高圧

水素化処理

水素圧力 低圧力
5MPa～
10MPa

装置の大きさ 小 大

イニシャルコスト 小 大

ランニングコスト
（水素消費量） 小 大

ANNEX2の技術比較
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5.事業の成果④
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SAF範囲
（C9～C15）

蒸留後再利用分
（HVO）

0

5000000

10000000

15000000

20000000

25000000

0 10 20 30 40 50 60

軽質はカット
※一部分析用ヘキサン

SAF（軽質、重質蒸留後）

想定最終収率
SAF：54 %

バイオナフサ留分：10 %
バイオディーゼル留分：13％
オフガス（酸素分含む）：23％
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6.課題と今後の取り組み
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パイロット装置の長期連続運転

目的：プロセス、触媒の長期安定性確認
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7.実用化・事業化の見通し①
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SAFの導入推進を進める世界経済フォーラム（WEF）のクリーン・スカイズ・
フォー・トゥモロー・コアリション（Clean Skies for Tomorrow Coalition）
に参加する60社は、21年9月に「世界の航空業界で使用される燃料における
SAFの割合を2030年までに10％に増加させると約束」したことを発表。

「ANA」平子社長 「JAL」赤坂社長

出典：JALプレスリリース
https://press.jal.co.jp/ja/release/202110/006263.html

21年10月には日本の航空業界で使用されるジェット燃料である年間1200～
1300万klの10%にあたる120～130万klを目標とすると発表。
『SAFがないと飛んじゃいけない』という時代になる可能性すらある。

事業目的：2030年から必要とされるSAFの製造販売
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7.実用化・事業化の見通し②
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※2016年時点でのICAOの資料を基に国土交通省が作成

出典：国土交通省 https://www.mlit.go.jp/common/001148404.pdf
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7.実用化・事業化の見通し③
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≪生産量≫
SAF製造：1.89万t（2.52万kl/比重0.75）
バイオディーゼル：0.46万t（0.57万kl/比重0.8）
バイオナフサ：0.35万t（0.5万kl/比重0.7）

永続可能な
循環型社会
の創造

廃食用油

石油精製会社

パーム系非食用油脂

動物性油脂

ココナッツ油脂

カシューナッツ

消費者

海外からの原料調達

2.5万t/年

1万t/年

原料：3.5万t/年

国産原料



実用化開発項目 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

パイロット装置
長期運転データ取得

CORSIA認証取得

FEED

石油精製会社との調整

コマーシャル装置建設

SAF生産
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7.実用化・事業化の見通し④
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投資判断 ▼

事業化に向けたパートナー募集中
・パイロット装置の長期運転
・SAF製造事業



環境エネルギー 企業理念

環境、エネルギーの分野通じて、

人々の幸せに貢献すること

～新しい循環型社会の創造を目指す～

19Copyrights © Environment Energy Co., Ltd.



御礼
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ご清聴、ありがとう御座いました。


	スライド 1: NEDOエネルギー・地球環境分野成果報告会2026 プログラムNo. 601-1-12  新エネルギー等のシーズ発掘・事業化に向けた技術研究開発事業 フェーズD（バイオマス利用促進分野）  廃食用油を原料とするバイオジェット燃料製造の 事業化プロセス技術開発
	スライド 2: 事業概要1
	スライド 3: 事業概要2
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20

